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に少ないと言われるだけに、これらの書簡は非常に貴重な資料であると言える。本稿で紹介す 書簡は玉通であるが、管見の及ぶ限り、その中の二通はこれまで翻刻さ たことがない。ただし 翻字には誤りも存在すると思われる。博雅の士のご批正を賜りたい。
三浦梅園あての王通の書簡
今回、確認できた三浦梅園あての中井履軒書簡は以下の五通である。
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【その 1 】三浦晋一氏所有 r+ 二月+ニ白 書簡J (先哲六 O 頁〕 安永三年(一七七四)か
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《 大 意 》仰せのように、いまだお目にかかっておりませんが、いただきました
お手紙を、かたじけなく拝読いたしました。盛寒のみぎり、ご一門ますますご清祥のよし、お慶び申し上げます。
さて、精綿を一函、お送りくださり、ことさら御家製のよし、ありが
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綾部伊承柾駕見贈之作・:」( 律)、および、安永六年(一七七七)五月の作と恩われる「仲夏綾部伊承嘉招、 羽倉子最 大城文師、葛子琴、及家弟、江上詑舟、兼送文師帰肥 (七古) 「伊承時命漁舟以随、黄昏予揖子最登之、和英即事韻」(七絶)が見える。なお、年代は不明ながら『懐徳堂先賢墨遁』(隆文館、一九一二年)に「七夕陪竹山先生与履軒君
やすたれ
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〔国東市刊 『史跡三浦梅園旧宅保存修理工事報告書 資料編~ (ニ0 0 七年)一五頁、一七頁 )
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( 一 七 四 一
t
一八一一)名は焼。字は文卿.通称は多十郎.号は壷梁。
{『肥後文教史』『肥後先哲偉蹟』『肥後先哲評伝』『近世漢学者著述目録大成』)なお、肥後藩では蔽孤山も竹
山
と交流があり、『崎県陰集(詩集)』
には多くの贈答持が残されている。
『箕陰集{詩集}』巻五{影印本制頁)に『
仲夏綾部伊承嘉招
、与羽倉
子農、大域文師、葛子琴 及家弟、江上程舟、兼送文師帰肥」と題する位向(安永六年
・
一七七七)があり、剛立の兄、綾部妥胤とともに大原の
文人と交流していたことがわかる.また、『懐徳堂先賢国霊法』(隆文館、一九一二年)には、大披霊梁作「呈
竹山先生七律」が見える
。
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